
平成１９年７月９日
会員各位

鳴門教育大学国語教育学会

第２２回鳴門教育大学国語教育学会のご案内

会員の皆様方には、益々御清栄の御事とお慶び申し上げます。

さて、標記の学会を下記の要領にて開催いたします。何かとご多用のこととは存じますが、多数

の御参会をお待ち申し上げます。

なお、準備の都合がございますので、出欠のご予定を、先にお届けいたしました研究発表者募集

案内同封の「出欠確認用はがき（50円切手を貼ってお出し下さい 」あるいはその他の方法（電話）

：088 687 6337 メール： . . ）にて、事務局（原）まで〔８月６日（月）締め切- - tkhara@naruto-u ac jp

りとさせていただきます〕お知らせくださいますよう、お願い申し上げます。

記

日 時 平成１９年８月１０日（金） ９：３０～１７：００

場 所 鳴門教育大学 講義棟 Ｂ１０５教室

（９：３０～１１：４５）研究発表〔午前の部〕
①藤原俊成の「本説取り」について 鳴門教育大学大学院 坂東 智子

②橘曙覧記念文学館蔵の橘曙覧遺墨について 総合研究大学院大学大学院 王 暁瑞

③芥川龍之介「河童」試論 広島大学大学院 大西 永昭

④平家物語における「漢語字音語基」の意味・用法と助詞についての一考察

―「延慶本平家物語」と「高野本平家物語」を中心に― 広島大学大学院 小倉 健太

（１１：４５～１３：００）昼食休憩〔含：総会〕

（１３：００～１５：１５）研究発表〔午後の部〕
⑤小学校学習指導要領の推移から見えてくるもの 鳴門教育大学大学院 浜井 明子

⑥峰地光重の綴方指導研究 鳴門教育大学大学院 鎌田 憲二

⑦大村はま国語教室における「てびき」の効果

―単元「本が呼びかけてくる」より― 鳴門教育大学大学院 大井 育代

⑧文学的認識を育む国語教育の研究

～詩創作、キーワード探しからリライトまで～ 大分大学附属中学校 首藤 至道

（１５：３０～１７：００）特別研究発表

鳴門教育大学教授 松原 一義古典をどのテキストで読むか



懇親会のご案内

第２２回鳴門教育大学国語教育学会終了後、懇親会を準備しております。皆様の御参会をお待

ち申し上げます。

記

日 時 平成１９年８月１０日（金）１８時より

場 所 とみます 鳴門市撫養町斎田字大堤３２２

電話：６８６－０２０３

※大学（正面ロータリー）から会場までは、送迎のバスがございます。

会 費 ６０００円（学部学生は半額）

参加受付 懇親会への御参会をご希望の方は、お手数ですがまえもって事務局までお知らせ

くださいますようお願い申し上げます。勝手ながら、８月６日締め切りとさせ

ていただきます。

事務局： . . （原）tkhara@naruto-u ac jp

088 687 6337 （原）- -


